
墜落災害事例１

高所作業の安全︕

被災者は、パレットに積み上げら
れた産業廃棄物である木製板を破砕
するため、当該木製板をフォークリ
フトにより高さ４ｍほど上げ、破砕
機の横に設置した高さ３．５ｍの足
場の上から投入していたところ、当
該破砕機の中に転落し、巻き込まれ、
轢死したもの。
開口部には手すり等の墜落防止措

置は講じられておらず、また、被災
者は、墜落制止用器具を使用してい
なかった。
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適正な作業計画、点検、要求性能墜落制止用器具でリスクを低下させよう︕

墜落災害事例２

被災者は、事業場の倉庫１階
にある型枠を２階に床上操作式
クレーンを用いて片づける作業
を行っていた。被災者は、同倉
庫２階中央付近の床面にある開
口部（１９４ｃｍ×１５０ｃｍ）
から高さ３．６７ｍ墜落し、死
亡したもの。
開口部には手すり等の墜落防

止措置は講じられておらず、ま
た、被災者は、墜落制止用器具
を使用していなかった。



高所作業計画の策定（足場の設置の要否、作業の方法、作業時間、
作業標準、リスクアセスメントの実施など）

足場の組立て計画の策定
（配置図、組立図など）

足場作業主任者
足場特別教育
フルハーネス

＜足場関連の安全規則（一部）＞

2
ｍ
未
満

労働安全衛生法では、足場、作業床等の安全規則が定められています。

安全衛生規則を確認してみましょう。

最大積載荷重の表示、作業開始前点検、手
すり、中さん、交差筋交い、幅木の設置、

作業床幅４０ｃｍ以上など

適当な照度、保護帽の使用
安全靴、その他適当な履物の使用ほか

その他、下記通達、足場組立作業指針等を参考としてください。

足場要 否

組立時（組立て等の時期、範囲、
手順、立入禁止、悪天候の中止、
要求性能墜落制止用器具、保護帽

の使用、安全靴ほか）

2ｍ以上
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未
満

5ｍ以上

はしご、脚立
の設置

足場の特別
教育

フル
ハーネ
ス特別
教育

2
ｍ
以
上

墜落制止用器具の取付設備の設置、墜落制止用器具の使用

転位防止、上
端６０ｃｍ以
上ほか

足場組立後

足場からの墜落・転落災害防止総合対策推進要綱、手すり先行工法に関するガイドライン、墜落
制止用器具の安全な使用に関するガイドライン、移動式足場の安全基準に関する技術上の指針、
墜落制止用器具にかかる質疑応答集、墜落による危険を防止するためのネットの構造等の安全基
準に関する技術上の指針ほか
※なお、上記以外にも、作業上必要となる事項がありますので、細心の注意を払って高所作業を
行ってください。

5ｍ未満

足場特別教育
フルハーネス


